
【取組内容】 教員間のICTの苦手を取り払う研修の実施

大仙市立豊成小学校（秋田県）【指定校】

様式Ⅰ-７

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

職員研修会、ミニICT研修の実施
本校では今年度、「インクルーシブ教育」と「複線型の学び」をテーマに研修を深めてきた。職員の共通理解を図る必要があり、研究
主任とICT主任が中心となり研修を進めた。また、先進校視察に参加した職員による研修報告会を行い、研究の方向性を再確認した。
ミニICT研修も行った。職員に研修希望アンケートを実施し、希望の多い内容の研修を取り上げた。ワークショップ型の研修を多くして、
研修の学びを次の日の授業から生かせるような中身とした。

職員のICTに関わる意識調査

Teams上で希望を募り、
研修内容を決定↓

↑「複線型」や「インクルーシブ教育」に関する研修
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